
 名　　称 鹿沼市小中学校再編計画策定に向けた意見交換会（加蘇地区）について

 日　　時 令和 6 年 4 月 22 日（月）19 時 00 分～20 時 25 分

 場　　所 加蘇コミュニティセンター

 出席者 参加者：20 名

 

内容及び 
結果等

【意見】 
保護者アンケートについて、学校の児童生徒数を併記すると学校の規模ごとの傾向が

わかり、より分かりやすくなると思う。

 【質問】 

通学距離が長くなる児童生徒への対応としてスクールバスの導入があるが、スクール

バスの費用負担はどれほどか。結果として、市の負担が増えるのでは。 

【回答】 

スクールバスの費用については、市が全額を負担するため保護者への負担は発生しな

い。他市事例においても市が全額を負担しており、今後も保護者の負担なしで運用する。 

なお、スクールバスは適用となる距離の基準が小学生 4km、中学生 6km と定められて

いるが、あくまでも基準と捉え、統合に際しては統合準備委員会で検討させていただく課

題と捉えている。

 【質問】 

学校を維持する費用や先生方の人件費を鑑みれば、学校を残すよりもスクールバスを

運行した方が安いのではないか。学校を 1 年間運営するのにいくらかかるか。 

【回答】 

市として負担する学校の運営費は 700 万円程度。これには先生方の人件費は含まれ

ておらず、別途県や国が負担するものもある。 

細かな試算を行っていないため、どちらがいくら安いかは回答できない。

 【意見】 

保護者の方は、地域の小学校に通わせるために子どもを育てているが、中学校進学を

機に私立の学校や住所を変えて学区変更したりする方が多い。地域で安心してずっと子

どもを育てられる状況になっていない現状があると思う。 

加蘇地区には保育園がなく、子ども達は日向の保育園に通っており、西小に通う子と

同級生になるので、西小に行きたいと言っている。 

地域としては、学校を残してほしい気持ちもある。個人的には小中一貫教育や（南摩

小・加園小）、（加蘇中・南摩中）の統合などもありかと思うが、難しい部分も認識してお

り、将来豊かな子供を育てていくことを考えると、現状では不安である。 

統合していくということであれば、子どもと保護者が幸せな未来に進める最善の方向

について、きちんと話合いの時間を設け、子供からも意見を聞ききながら進めていってい

ただきたい。

 【意見】 

自分の子どもは加蘇地域には残っておらず、仕事のためにまちに出て行った。孫も下の



 子は加園小ではなく●小へ、上の子も加蘇中ではなく●中に通っているが、不平不満は

なく、むしろ楽しいと言っている。なので、統合はどんどん進めるべきだと思っている。 

大きい学校では、選択の余地が広がる。30 人いれば、それだけ友達の範囲も広がる。

小規模校のメリットもあるかもしれないが、デメリットの方が多いと思う。 

自分の子ども達にはこの地域への在郷意識はなく、自身としても、昔から現在まで様々

なものが無くなってきたが、それなりにやってきているので、なくなることは悪い事でも悲し

い事でもないと思う。速やかに統合を進めていっていただきたい。

 【意見】 

統合には賛成だが、在郷意識がないという意見は違うのではないか。

 【意見】 

郷土愛がないのではない。子ども達を大切に育ててもらいたいからこそ、この地域にこ

のままあっても仕方ないと考え、順序を経て統合していくことを望んでいるのである。 

物事を「はいそうですね」で進めるのではなく、今回の意見交換のように会話をして、皆

がいいと思える方向に進めていってほしい。

 【質問】 
骨子の 2 ページにある児童生徒数の見込みについて、何を根拠としているか。 

【回答】 
これから入学する子どもの数は、現在の住民登録の情報から、地域内の子どもが地域

内の学校へ入学すると仮定して算出している。また、まだ生まれていない子どもの数につ

いては、国の推計から算出している。 
【発言者返答】 

推計よりも早く人口は減っていくと思う。過去に久我小では、ある程度の人口を見込ん

で立派な校舎を建てたが、年々減る一方であった。 
地域では、子どもを育てるような年齢になると地域外に出て行ってしまう方がいる。悲し

い現実だが、1 年でも早く進めてほしいと思う。それが子どもの教育のためである。

 【意見】 
久我小閉校の際に関係しており、その際にも説明会が何度かあった。最終の住民説明

会が 11 月にあり、12 月に保護者だけの話合いが行われ、1 月末までに統合をどうするか

決めてくれと伝えられ、短い期間での対応を求められた過去がある。統合にあたっては、

適切なスケジュール管理や保護者・子ども達に対するケアをきちんとしていただきたい。 
小規模校のデメリットが目立つが、個人的には少ない人数の方が子どもは育つのでは

ないかと思う。当時の先生方が、小規模校でしかできない授業として、日光の小規模校と

テレビ電話をつないで授業をしてくださったこともあり、知恵を出しながら勉強を進めてい

ただけると子どももより分かりやすく勉強ができると思う。 
統合とは話が逸れるが、閉校後の学校の利活用について、廃墟となってしまうことを危

惧しており、経済部局等と話合いながら、行政全体で進めていただきたい。久我小の際

は、子どもの遊び場として解放を望んだが、実現しなかった。 



 【回答】 
いただいた意見を胸にしっかりと検討を進めていきたい。また、跡地の活用についても

関係部署と情報を共有しながら進めていく。

 【意見】 
父兄のアンケートでは、子どもの教育のためとの声が多かったと思うが、地域の中には

一校は残ってほしいと思う人もいる。学校があることで、地域の人と子どもが関わるきっか

けになると思う。 
統合を望む保護者や地域の外に出て行ってしまう方がいるが、近くに学校があること

にメリットを感じて地域に入ってくる人がいる。実際に、近所の子どもは地元の方よりも入

ってきた方が多く、そういったことも分かっておいてほしい。 
【回答】 

学校が地域のコミュニティの核になっていることは間違いない。地域の伝統や学校との

関わりなどを統合後も継続し、郷土愛を守っていけるように、統合準備委員会でしっかり

検討していきたい。

 【意見】 
子どもを●小に通わせていたが、家を建てるのを機に加園小に通うことになった。●小

には保育園からの友人が多くおり、転校後も●小の部活に一緒に混ぜてもらっていたの

で、中学校は●中への入学を希望したが、学区外の学校へ入るための手続きが大変だっ

た。 
学校の統合はいずれ必要になるものと思っており、何年かかっても皆さんの意見を吸

い上げながら進めた方がよいと思うが、統合準備を進める間でも、子どもが希望する学

校へすぐに転入できる仕組みが必要なのではないか。 
【回答】 

統合前であっても学区外の学校へ通うための手続きについては、以前の保護者意見

交換会でも同様の意見をいただいている。今後の検討委員会での議論はもちろんのこ

と、計画策定後の説明会等においても、そういったご意見をいただきながら柔軟に進めて

いきたい。

 ～事務局から事務連絡～ 

1 いただいた意見は、全地区終了後、個人情報に配慮した形で HP 上に掲載させていた

だく。 

2 今後のスケジュールとしては、６月までに全 15 地区の地域住民向け意見交換会を実

施し、７月からはいただいた意見を踏まえた検討、９月にパブリックコメントの実施、１０月

に計画策定を目指している。 

3 計画策定後は、改めて地域に訪問して説明を予定している。

 ＜閉会＞20：25

 
配布資料

・学校再編の目的 

・小中一貫教育について 



 ・鹿沼市小中学校再編計画骨子及び鹿沼市の小中学校の配置図 

・アンケート用紙


